
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】8つのボールを有し、ケージが強化された対向

軌道型継ぎ手を提供する。

【解決手段】本継手は、外側継手部１０と、ボールケー

ジ３０と、トルク伝達ボールとを備える。外側継手部１

０には、４つの周方向に均等に配列された第１の外側軌

道11と、第二の外側軌道１２とが交互に配設され、内側

継手部には、４つの周方向に均等に配列された第１の内

側軌道21と、第２の内側軌道22とが交互に配設されてい

る。第１の外側及び内側軌道は、第１の方向に広がる第

１の軌道組を形成する。第２の外側軌道１２及び内側軌

道22は、逆方向に広がる第２の軌道組を形成する。第２

の外側ボール軌道１２は、外側継手部１０の開口に、第

２のボール３２を第２のケージ窓内へ径方向外側から挿

入するための幅広の組立部１３を有するとともに、第２

のケージ窓を外側継手部１０から軸方向に突出させた状

態で、第１のボール全てが既に第１のケージ窓内に挿入

されている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） と 、 内 側 継 手 部 （ ２ ０ ） と 、 ボ ー ル ケ ー ジ （ ３ ０ ） と 、 ト ル ク 伝 達
ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２ ） と を 備 え る 対 向 軌 道 型 継 手 で あ っ て 、
　 前 記 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） に は 、 ４ つ の 第 １ の 外 側 軌 道 （ １ １ ） と ４ つ の 第 ２ の 外 側 軌 道
（ １ ２ ） と が 交 互 に 且 つ 周 方 向 に 均 等 に 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 内 側 継 手 部 （ ２ ０ ） に は 、 ４ つ の 第 １ の 内 側 軌 道 （ ２ １ ） と ４ つ の 第 ２ の 内 側 軌 道
（ ２ ２ ） と が 交 互 に 且 つ 周 方 向 に 均 等 に 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 外 側 軌 道 （ １ １ ） 及 び 前 記 第 １ の 内 側 軌 道 （ ２ １ ） は 共 に 、 前 記 継 手 を 位 置
合 わ せ し た 状 態 の 際 に 第 １ の 方 向 Ｒ １ に 広 が る 第 １ の 軌 道 組 （ Ｂ － Ｂ ） を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 外 側 軌 道 （ １ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 内 側 軌 道 （ ２ ２ ） は 共 に 、 前 記 継 手 を 位 置
合 わ せ し た 状 態 の 際 に 逆 方 向 Ｒ ２ に 広 が る 第 ２ の 軌 道 組 （ Ａ － Ａ ） を 形 成 し 、
　 前 記 ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２ ） は 、 前 記 各 組 の 軌 道 に 保 持 さ れ 、
　 前 記 環 状 ケ ー ジ （ ３ ０ ） は 、 ８ つ の 周 方 向 に 配 置 さ れ た ケ ー ジ 窓 （ ２ ７ ， ２ ８ ） を 備 え
、 各 ケ ー ジ 窓 が ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２ ） の １ つ を 収 納 し 、 ケ ー ジ 窓 全 体 で そ の 中 央 に よ り 平
面 内 に 前 記 ボ ー ル を 保 持 し 、
　 前 記 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 （ １ ２ ） は 、 前 記 外 側 継 手 部 （ １
０ ） の 開 口 （ １ ７ ） に 、 第 ２ の ボ ー ル （ ３ ２ ） を 第 ２ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ８ ） 内 へ 径 方 向 外 側
か ら 挿 入 す る た め の 幅 広 の 組 立 領 域 （ １ ３ ） を 有 す る と と も に 、
　 前 記 継 手 を 過 度 に 連 結 さ せ た 結 果 、 前 記 第 ２ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ８ ） を 前 記 外 側 継 手 部 （ １
０ ） か ら 軸 方 向 に 突 出 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ７ ） は 、 既 に 第 １ の ボ ー ル
（ ３ １ ） で 完 全 に 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 側 継 手 部 、 内 側 継 手 部 、 ボ ー ル ケ ー ジ 、 及 び ト ル ク 伝 達 ボ ー ル を 備 え る 対
向 軌 道 型 継 手 に 関 す る 。
　 こ こ で 、 外 側 継 手 部 に は 、 ４ つ の 第 １ の 外 側 軌 道 と ４ つ の 第 ２ の 外 側 軌 道 と が 交 互 に 且
つ 周 方 向 に 均 等 に 配 設 さ れ て い る 。
　 内 側 継 手 部 に は 、 ４ つ の 第 １ の 内 側 軌 道 と ４ つ の 第 ２ の 内 側 軌 道 と が 交 互 に 且 つ 周 方 向
に 均 等 に 配 設 さ れ て い る 。
　 第 １ の 外 側 軌 道 及 び 第 １ の 内 側 軌 道 は 共 に 、 継 手 を 位 置 合 わ せ し た 状 態 の 際 に 第 １ の 方
向 に 広 が る 第 １ の 軌 道 組 を 形 成 す る 。
　 第 ２ の 外 側 軌 道 及 び 第 ２ の 内 側 軌 道 は 共 に 、 継 手 を 位 置 合 わ せ し た 状 態 の 際 に 逆 方 向 に
広 が る 第 ２ の 軌 道 組 を 形 成 す る 。
　 ボ ー ル は 、 各 組 の 軌 道 に 保 持 さ れ る 。
　 環 状 ケ ー ジ は 、 ８ つ の 周 方 向 に 配 置 さ れ た ケ ー ジ 窓 を 備 え 、 各 ケ ー ジ 窓 が 複 数 の ボ ー ル
の １ つ を 収 納 し 、 ケ ー ジ 窓 全 体 で そ の 中 央 に よ り 平 面 内 に 複 数 の ボ ー ル を 保 持 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 人 の 特 許 出 願 で 公 知 な も の と し て 、 ６ つ の ト ル ク 伝 達 ボ ー ル を 備 え た 対 向 軌 道 型
継 手 が 図 示 及 び 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 ６ つ の ト ル ク 伝 達 ボ
ー ル を 有 す る 同 一 の 軌 道 組 を 備 え た ツ ェ ッ パ （ Ｒ ｚ ｅ ｐ ｐ ａ ） 型 固 定 継 手 で あ っ て 、 組 立
上 の 理 由 で 周 方 向 の 長 さ が 異 な る 複 数 の ケ ー ジ 窓 を 有 す る も の が 、 本 出 願 人 の 別 の 特 許 出
願 に も 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 さ ら に 、 ８ つ の ボ ー ル を 備 え た 同 一
の 軌 道 組 を 有 す る ツ ェ ッ パ 型 固 定 継 手 で あ っ て 、 継 手 を 過 度 に 連 結 さ せ た 際 に 当 該 ボ ー ル
を 挿 入 す る た め の 組 立 ポ ケ ッ ト が 外 側 の ボ ー ル 軌 道 の 開 口 端 部 に 設 け ら れ て い る も の も 知
ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ６ ０ １ １ ９ 号 明 細 書
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【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 発 明 第 ４ ２ ３ ４ ４ ８ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ２ ９ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 等 速 継 手 の 組 立 体 は 、 あ る 種 の 欠 点 を 伴 う も の で あ る 。 こ の 継 手 は 、 ま ず 外 側 継 手 部 、
ケ ー ジ 、 及 び 内 側 継 手 部 を 公 知 の 方 法 の １ つ で 一 体 的 に 連 結 し 、 そ の 後 、 継 手 を 過 度 に 連
結 さ せ る こ と に よ り ボ ー ル を 挿 入 す る 。 す な わ ち 、 外 側 継 手 部 に 対 し て 内 側 継 手 部 と ケ ー
ジ と を 連 結 し 、 こ う し て ボ ー ル ケ ー ジ の ケ ー ジ 窓 を 外 側 継 手 部 か ら 突 出 可 能 と し 、 ボ ー ル
を 径 方 向 外 側 か ら ケ ー ジ 窓 に 挿 入 可 能 と さ せ る 。 そ し て 、 ケ ー ジ 窓 が す で に 幅 広 く ボ ー ル
で 充 填 さ れ て い る 場 合 、 い わ ゆ る 過 度 な 連 結 に よ る 方 法 で は 、 ケ ー ジ 内 の 複 数 の ボ ー ル を
互 い に 相 対 的 に 周 方 向 に 移 動 す る た め 、 周 方 向 に ケ ー ジ 窓 長 を 必 要 と す る 。 こ の 長 さ は 、
組 立 中 の み し か 必 要 で は な く 、 継 手 の 操 作 中 の 様 々 な 条 件 下 で は 不 要 で あ る 。 す な わ ち 、
こ の 長 さ は 、 最 大 連 結 操 作 角 ま で 必 要 と な る 。 か か る ケ ー ジ 窓 の 周 方 向 の 長 さ は 、 周 方 向
の ケ ー ジ 窓 間 の ウ ェ ブ 幅 を 低 減 す る こ と に な り 、 こ の た め ボ ー ル ケ ー ジ を 弱 く し て し ま う
。 実 験 結 果 に よ れ ば 、 操 作 時 で の ケ ー ジ は 、 割 れ の 危 険 に さ ら さ れ る 部 品 を 構 成 す る も の
で あ り 、 極 力 強 固 と な る よ う に 設 計 さ れ る べ き も の で あ る こ と が 分 か る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ８ つ の ボ ー ル を 有 し 、 ケ ー ジ の 強 度 が 向 上 さ れ た 対 向 軌 道 型 継 手 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 本 目 的 は 、 次 の 特 徴 に よ り 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の
対 向 軌 道 型 継 手 で は 、 外 側 継 手 部 の 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 が 、 当 該 外 側 継 手 部 の 開 口 に て
、 第 ２ の ボ ー ル を 第 ２ の ケ ー ジ 窓 内 へ 径 方 向 外 側 か ら 挿 入 す る た め の 幅 広 な 組 立 領 域 を 備
え て い る と と も に 、 継 手 を 過 度 に 連 結 し た 結 果 、 第 ２ の ケ ー ジ 窓 を 外 側 継 手 部 か ら 軸 方 向
に 突 出 さ せ た 状 態 で 、 第 １ の ケ ー ジ 窓 が 既 に 第 １ の ボ ー ル で 完 全 に 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 軌 道 組 に 関 連 す る ４ つ の 第 １ の ケ ー ジ 窓 が 、 第 ２ の
軌 道 組 に 関 連 す る ４ つ の 第 ２ の ケ ー ジ 窓 よ り も 周 方 向 に 長 く な さ れ た 長 さ （ Ｌ １ ） を 有 し
、 継 手 の 連 結 操 作 角 に 適 合 す る 長 さ （ Ｌ ２ ） を 有 す る こ と が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 幅 広 な 組 立 領 域 が 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 の 端 部 に あ る 結 果 、 ケ ー ジ を 外 側 継 手
部 に 対 し て 最 大 連 結 操 作 角 を 越 え て 若 干 だ け 連 結 さ せ た 際 、 第 ２ 種 の ボ ー ル を 挿 入 す る こ
と が で き 、 す で に 挿 入 さ れ た 第 １ 種 の ボ ー ル の た め の 第 １ の ケ ー ジ 窓 は 、 操 作 目 的 に 必 要
な 周 方 向 の 長 さ を 若 干 超 え た 分 だ け そ の 長 さ を 増 す 必 要 が あ る 。 一 方 、 第 ２ 種 の ボ ー ル 用
の ケ ー ジ 窓 は 、 こ れ ら の 中 の ボ ー ル が 組 立 中 に 互 い に 移 動 し な い た め 、 周 方 向 の 長 さ が 短
め で 良 い 。 組 立 中 に は 、 第 ２ 種 の ボ ー ル は 、 一 方 、 継 手 の 連 結 軸 上 に あ り 、 他 方 、 継 手 の
連 結 平 面 上 に あ る 。 そ の た め 、 こ れ ら 第 ２ 種 の ボ ー ル は 、 連 結 の 操 作 範 囲 内 で 連 結 を 目 的
と し て 必 要 な 最 小 の 長 さ の み 必 要 と す る 。 よ っ て 、 ケ ー ジ 窓 間 の ウ ェ ブ を か な り 幅 広 く す
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 操 作 時 の ケ ー ジ の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 ま た こ う し て 、 本
発 明 の 継 手 の 耐 負 荷 能 力 も 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 な る 有 効 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 特 に 、 大 き く て 幅 広 な 組 立 領 域 を 要 す る 形 態 で は 、 第
１ の 軌 道 組 に 関 連 す る ４ つ の 第 １ の ケ ー ジ 窓 が 、 第 ２ の 軌 道 組 に 関 連 す る ４ つ の 第 ２ の ケ
ー ジ 窓 の 長 さ （ Ｌ ２ ） に 対 応 す る 周 方 向 の 長 さ （ Ｌ １ ） を 有 し 、 こ れ ら 長 さ が 、 若 干 余 分
な 寸 法 と な さ れ て い る が 継 手 の 連 結 操 作 角 に 適 合 す る よ う に な さ れ る こ と が 提 案 さ れ て い
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 組 立 工 程 は 、 上 述 し た も の と 同 様 で あ る が 、 そ れ と と も に ケ ー ジ
を 第 １ 及 び 第 ２ の 軌 道 組 に 対 し て 所 望 通 り 挿 入 可 能 で あ る と い う 点 に 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 有 効 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ れ は 図 示 し た も の で あ る が 、 外 側 継 手 部 は 、 開 口 に
軸 方 向 に 対 向 す る 端 部 に て 基 部 が 設 け ら れ る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 特 に 、 駆 動 軸 は
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、 内 側 継 手 部 に 脱 着 自 在 に 挿 入 可 能 で あ る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 な る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ れ も 図 示 し た も の で あ る が 、 駆 動 軸 が 内 側 継 手 部 に 堅 固 に
接 続 さ れ る と と も に 、 内 側 継 手 部 は 、 開 口 の 端 部 に 、 第 ２ の 内 側 軌 道 用 の 内 方 に く ぼ ん だ
軌 道 逃 げ 部 を 有 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 を 、 従 来 技 術 の 状 態 に よ る 継 手 と 比 較 し な が ら 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ 中 の ３ つ の 個 別 の 図 面 を 合 わ せ て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 ８ つ の ボ ー ル を 有 す
る 対 向 軌 道 型 継 手 で あ る 、 等 速 固 定 式 ボ ー ル 継 手 を 図 示 し て い る 。 図 示 し た 実 施 形 態 で は
、 外 側 継 手 部 １ ０ は 、 継 手 開 口 １ ７ と 、 形 成 さ れ た ジ ャ ー ナ ル １ ９ を 有 す る 基 部 １ ８ と を
備 え る 。 ま た 、 外 側 継 手 部 １ ０ に は 、 第 １ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ １ と 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道
１ ２ と が 設 け ら れ て お り 、 各 ４ つ の ボ ー ル 軌 道 が 周 囲 に 亘 っ て 交 互 に 分 布 し て い る 。 外 側
継 手 部 １ ０ は 、 内 側 継 手 部 ２ ０ と の 間 に ボ ー ル ケ ー ジ ３ ０ を 収 納 す る 。 内 側 継 手 部 ２ ０ で
は 、 第 １ の 内 側 ボ ー ル 軌 道 ２ １ と 第 ２ の 内 側 ボ ー ル 軌 道 ２ ２ と が 、 各 ４ つ の ボ ー ル 軌 道 の
形 態 で 周 方 向 に 交 互 に 分 布 す る 。 第 １ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ １ 及 び 第 １ の 内 側 ボ ー ル 軌 道 ２
１ は 、 第 １ の 軌 道 組 １ １ 及 び ２ １ を 形 成 す る 。 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ ２ 及 び 第 ２ の 内 側
ボ ー ル 軌 道 ２ ２ は 、 第 ２ の 軌 道 組 １ ２ 及 び ２ ２ を 形 成 す る 。 継 手 を 位 置 合 わ せ し た 状 態 で
は 、 第 １ の 軌 道 組 １ １ 及 び ２ １ は 、 開 口 １ ７ か ら 基 部 １ ８ に 向 か っ て 第 １ の 方 向 Ｒ １ に 広
が っ て い る 。 第 ２ の 軌 道 組 １ ２ 及 び ２ ２ は 、 継 手 を 位 置 合 わ せ し た 状 態 で は 、 基 部 １ ８ か
ら 開 口 部 １ ７ に 向 か っ て 第 ２ の 方 向 Ｒ ２ に 広 が っ て い る 。 第 １ の 軌 道 組 １ １ 及 び ２ １ は 、
第 １ 種 の ボ ー ル ３ １ を 保 持 す る 。 第 ２ の 軌 道 組 １ ２ 及 び ２ ２ は 、 第 ２ 種 の ボ ー ル ３ ２ を 保
持 す る 。 ボ ー ル は 、 共 通 の 平 面 内 で ボ ー ル ケ ー ジ ３ ０ に よ り 保 持 さ れ 、 す な わ ち ボ ー ル ケ
ー ジ ３ ０ 内 の 周 方 向 に 延 び る ケ ー ジ 窓 （ 詳 細 は 図 示 せ ず ） で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ 中 の 個 別 の 図 面 を 合 わ せ て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 継 手 を 過 度 に 連 結 さ せ る こ と
に よ り 、 第 １ 種 の ４ つ の ボ ー ル ３ １ を 組 み 立 て る 従 来 の 方 法 を 示 し て い る 。 な お 、 こ こ で
は 、 状 況 を 分 か り や す く す る た め に 、 内 側 継 手 部 を 図 示 し て い な い 。 外 側 継 手 部 １ ０ を 、
第 １ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ １ の 断 面 Ｂ － Ｂ で 示 す 。 こ の 断 面 で は 、 ボ ー ル ケ ー ジ ３ ０ が 外 側
継 手 部 １ ０ に 対 し て 角 度 α で 連 結 さ れ て い る 。 内 側 継 手 部 （ 図 示 せ ず ） は 、 ボ ー ル ケ ー ジ
３ ０ に 対 し て 同 一 平 面 内 で 同 一 角 度 α で 連 結 さ れ る 。 ３ つ の ボ ー ル ３ １ は 、 こ こ で 図 示 し
た 方 法 に よ り 既 に 搭 載 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 示 し た 位 置 に て 、 図 示 の 断 面 上 に 位 置 す る
上 方 の ボ ー ル ３ １ を 、 外 側 継 手 部 １ ０ か ら 突 出 す る 第 １ の ボ ー ル 窓 ２ ７ 内 に 挿 入 す る こ と
が で き る 。 第 １ の ケ ー ジ 窓 ２ ７ は 、 周 方 向 に 大 き さ の 異 な る 第 ２ の ボ ー ル 窓 ２ ８ と 、 全 周
に 亘 っ て 交 互 に な さ れ て い る 。 第 １ 種 の ボ ー ル ３ １ の 直 径 と 比 較 す る と 、 ボ ー ル 窓 ２ ７ に
は 、 周 方 向 に 組 立 用 の 遊 び ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 組 立 用 の 遊 び は 、 第 １ 種 の ボ ー ル
３ １ を 既 に 挿 入 し た 後 に 、 本 文 で 示 し た よ う に 、 継 手 を 過 度 に 連 結 す る こ と に よ り 、 後 段
で 第 ２ 種 の ボ ー ル ３ ２ を 挿 入 す る の に 十 分 な 大 き さ と な さ れ て い る 。 こ こ で 、 興 味 深 い 点
は 、 図 示 し た よ う に 、 ４ つ の 第 １ 種 の ボ ー ル ３ １ の う ち の 最 後 の １ つ を 次 の 場 合 に 挿 入 す
る 点 で あ る 。 す な わ ち 、 そ の 最 後 の ボ ー ル の 場 合 に 、 ボ ー ル ケ ー ジ ３ ０ が 外 側 継 手 部 に 対
し て 角 度 α で 横 軸 １ ４ 回 り に 回 転 し て お り 、 内 側 継 手 部 （ こ こ で は 図 示 せ ず ） が ボ ー ル ケ
ー ジ ３ ０ に 対 し て 横 軸 １ ４ 回 り に 同 一 方 向 で 同 一 サ イ ズ の 角 度 α で 再 度 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ 中 の 個 別 の 図 面 を 合 わ せ て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 本 発 明 の 継 手 を 、 第 ２ 種 の
ボ ー ル ３ ２ が 搭 載 さ れ た 状 態 で 外 側 継 手 部 １ ０ の 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ ２ を 通 る 断 面 Ａ
－ Ａ で 示 す 。 第 １ 種 の ボ ー ル ３ １ は 、 前 出 の 図 面 に よ り 既 に 挿 入 済 み で あ る 。 な お 、 繰 り
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返 し に な る が 、 分 か り や す く す る た め に 、 内 側 継 手 部 は 図 示 し て い な い 。 ケ ー ジ ３ ０ は 、
第 １ の 横 軸 １ ４ に 対 し て ４ ５ ° 回 転 さ れ た 第 ２ の 横 軸 １ ５ 回 り に 、 外 側 継 手 部 １ ０ に 対 し
て 角 度 β ２ で 連 結 さ れ て い る 。 内 側 継 手 部 （ 図 示 せ ず ） は 、 ケ ー ジ ３ ０ に 対 し て 同 一 方 向
に 同 一 角 度 β ２ で 再 度 連 結 さ れ る 。 特 に 、 詳 細 図 Ｘ か ら 明 ら か な よ う に 、 第 ２ の 外 側 ボ ー
ル 軌 道 １ ２ は 、 そ の 外 側 継 手 部 の 開 口 １ ７ に 、 第 ２ 種 の ボ ー ル ３ ２ を 当 該 外 側 継 手 部 １ ０
に 対 し て ボ ー ル ケ ー ジ ３ ０ の 比 較 的 小 さ な 連 結 角 β ２ で 挿 入 可 能 と さ せ る 外 方 に 広 が っ た
部 分 １ ３ を 有 す る 。 断 面 図 で 示 さ れ る よ う に 、 こ の 部 分 １ ３ は 、 ボ ー ル 形 状 に 適 合 さ れ て
い る 。 ケ ー ジ 窓 ２ ８ に 対 し て 中 央 に 各 々 配 置 さ れ た 複 数 の ボ ー ル ３ ２ は 、 継 手 の 操 作 範 囲
で 連 結 目 的 の た め に 必 要 な 窓 長 に 対 応 す る 窓 長 Ｌ ２ の 窓 の み を 必 要 と す る 。 第 １ 種 の ボ ー
ル ３ １ 用 の 窓 ２ ７ の 長 さ を 、 繰 り 返 し に な る が Ｌ １ と す る と 、 窓 の 両 側 の 組 立 用 遊 び は 、
図 ２ 中 に よ れ ば ａ １ ＋ ａ ２ ＝ ２ ａ に 対 応 し 、 こ の ａ ２ は 、 ａ １ ＝ ２ ａ の 場 合 、 ゼ ロ と な り
う る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ４ の 異 な る 図 面 を 合 わ せ て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 ３ と 実 質 的 に 同 じ 図 面 を 示 し て
い る が 、 従 来 型 の 継 手 に 関 す る も の で あ る 。 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 １ ２ ’ は 、 開 口 １ ７ ’
に 若 干 の 外 方 に 広 が る 部 分 を も 有 し て い な い 。 そ の た め 、 ケ ー ジ ３ ０ ’ は 、 第 １ の 横 軸 １
４ に 対 し て ４ ５ ° 回 転 し た 第 ２ の 横 軸 １ ５ 回 り の 上 述 し た 角 度 β ２ と 比 較 し て 、 よ り 大 き
な 角 度 β １ で 連 結 せ ね ば な ら な い 。 ま た 同 様 に 、 内 側 継 手 部 （ 図 示 せ ず ） は 、 同 一 方 向 に
ケ ー ジ に 対 し て 同 一 角 度 β １ で 再 び 連 結 せ ね ば な ら ず 、 第 ２ 種 の ボ ー ル ３ ２ の 最 後 の ボ ー
ル を ボ ー ル 窓 ２ ８ ’ に 挿 入 可 能 と す る 。 こ の こ と は 、 第 ２ 種 の ボ ー ル ３ ２ 用 の 第 ２ の ボ ー
ル 窓 ２ ８ ’ の 長 さ Ｌ ２ を 変 化 さ せ な い ま ま で 、 よ り 長 い 周 方 向 の 長 さ Ｌ １ ’ を 有 す る 第 １
種 の ボ ー ル ３ １ 用 の ボ ー ル 窓 ２ ７ を 設 け る こ と が 必 要 で あ る こ と を 意 味 す る 。 そ の 結 果 、
ボ ー ル 窓 ２ ７ ’ と ボ ー ル 窓 ２ ８ ’ 間 の ウ ェ ブ は 、 周 方 向 で よ り 短 く な り 、 全 体 と し て ボ ー
ル ケ ー ジ が 弱 く な る 。 な お 、 本 図 で は 、 図 ２ と 類 似 な 詳 細 部 分 に つ い て 、 図 ２ と 同 一 の 参
照 番 号 を 付 し た が 、 ア ポ ス ト ロ フ ィ を 加 え て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 、 本 発 明 の デ ィ ス ク 継 手 形 態 の 継 手 を 示 す 。 す な わ ち 、 外 側 継 手 部 １ ０ は 、 開 口
１ ７ と 対 向 す る 端 部 に 、 基 部 １ ８ の 代 わ り に 第 ２ の 開 口 １ ６ を 有 す る 。 断 面 図 は 、 第 ２ の
外 側 ボ ー ル 軌 道 １ ２ 及 び 第 ２ の 内 側 ボ ー ル 軌 道 ２ ２ を 通 る 平 面 内 を 延 び て お り 、 第 ２ の 外
側 ボ ー ル 軌 道 １ ２ が 外 方 に 広 が る 組 立 部 １ ３ を 有 す る よ う に 示 さ れ て い る 。 内 側 継 手 部 ２
０ は 、 ジ ャ ー ナ ル ２ ４ に 一 体 的 に 接 続 さ れ て い る 。 内 側 継 手 部 ２ ０ の 第 ２ の 内 側 ボ ー ル 軌
道 ２ ２ は 、 開 口 １ ７ の 端 部 に 、 継 手 の 相 当 な 過 度 連 結 を 可 能 と す る 軌 道 逃 げ 部 ２ ３ を 有 す
る 。 な お 、 本 図 で は 、 図 １ と 類 似 な 詳 細 部 分 に つ い て 、 図 １ と 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て い
る 。 よ っ て 、 そ の 程 度 で 図 １ の 説 明 を 参 照 し う る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ に 、 第 ２ 種 の 最 後 の ボ ー ル ３ ２ の 組 立 中 に お け る 図 ５ に よ る 継 手 を 示 す 。 こ の と き
、 第 １ 種 の ボ ー ル ３ １ は 、 既 に 搭 載 さ れ て い る 。 第 ２ 種 の 最 後 の ボ ー ル ３ ２ は 、 外 方 に 広
が る 組 立 部 １ ３ に よ り 比 較 的 小 さ い 連 結 角 （ 本 実 施 形 態 で は 図 示 せ ず ） で 挿 入 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 要 約 し て 列 挙 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ １ ＞ 　 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） と 、 内 側 継 手 部 （ ２ ０ ） と 、 ボ ー ル ケ ー ジ （ ３ ０ ） と 、 ト
ル ク 伝 達 ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２ ） と を 備 え る 対 向 軌 道 型 継 手 で あ っ て 、 前 記 外 側 継 手 部 （ １
０ ） に は 、 ４ つ の 第 １ の 外 側 軌 道 （ １ １ ） と ４ つ の 第 ２ の 外 側 軌 道 （ １ ２ ） と が 交 互 に 且
つ 周 方 向 に 均 等 に 配 設 さ れ て お り 、 前 記 内 側 継 手 部 （ ２ ０ ） に は 、 ４ つ の 第 １ の 内 側 軌 道
（ ２ １ ） と ４ つ の 第 ２ の 内 側 軌 道 （ ２ ２ ） と が 交 互 に 且 つ 周 方 向 に 均 等 に 配 設 さ れ て お り
、 前 記 第 １ の 外 側 軌 道 （ １ １ ） 及 び 前 記 第 １ の 内 側 軌 道 （ ２ １ ） は 共 に 、 前 記 継 手 を 位 置
合 わ せ し た 状 態 の 際 に 第 １ の 方 向 Ｒ １ に 広 が る 第 １ の 軌 道 組 （ Ｂ － Ｂ ） を 形 成 し 、 前 記 第
２ の 外 側 軌 道 （ １ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 内 側 軌 道 （ ２ ２ ） は 共 に 、 前 記 継 手 を 位 置 合 わ せ し
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た 状 態 の 際 に 逆 方 向 Ｒ ２ に 広 が る 第 ２ の 軌 道 組 （ Ａ － Ａ ） を 形 成 し 、 ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２
） は 、 前 記 各 組 の 軌 道 に 保 持 さ れ 、 前 記 環 状 ケ ー ジ （ ３ ０ ） は 、 ８ つ の 周 方 向 に 配 置 さ れ
た ケ ー ジ 窓 （ ２ ７ ， ２ ８ ） を 備 え 、 各 ケ ー ジ 窓 が ボ ー ル （ ３ １ ， ３ ２ ） の １ つ を 収 納 し 、
ケ ー ジ 窓 全 体 で そ の 中 央 に よ り 平 面 内 に 前 記 ボ ー ル を 保 持 し 、 前 記 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） の
前 記 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道 （ １ ２ ） は 、 前 記 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） の 開 口 （ １ ７ ） に 、 第 ２
の ボ ー ル （ ３ ２ ） を 第 ２ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ８ ） 内 へ 径 方 向 外 側 か ら 挿 入 す る た め の 幅 広 の 組
立 領 域 （ １ ３ ） を 有 す る と と も に 、 前 記 継 手 を 過 度 に 連 結 さ せ た 結 果 、 前 記 第 ２ の ケ ー ジ
窓 （ ２ ８ ） を 前 記 外 側 継 手 部 （ １ ０ ） か ら 軸 方 向 に 突 出 さ せ た 状 態 で 、 前 記 第 １ の ケ ー ジ
窓 （ ２ ７ ） は 、 既 に 第 １ の ボ ー ル （ ３ １ ） で 完 全 に 充 填 さ れ て い る 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ ２ ＞ 　 前 記 第 １ の 軌 道 組 に 関 連 す る 前 記 ４ つ の 第 １ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ７ ） は 、 前 記 第 ２
の 軌 道 組 に 関 連 す る 前 記 ４ つ の 第 ２ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ８ ） よ り も 周 方 向 に 長 く な さ れ た 長 さ
（ Ｌ １ ） を 有 し 、 前 記 継 手 の 連 結 操 作 角 に 適 合 す る 長 さ （ Ｌ ２ ） を 有 し た 上 記 ＜ １ ＞ に 記
載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＜ ３ ＞ 　 前 記 第 １ の 軌 道 組 に 関 連 す る 前 記 ４ つ の 第 １ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ７ ） は 、 前 記 第 ２
の 軌 道 組 に 関 連 す る 前 記 ４ つ の 第 ２ の ケ ー ジ 窓 （ ２ ８ ） の 長 さ （ Ｌ ２ ） に 対 応 す る 周 方 向
の 長 さ （ Ｌ １ ） を 有 し 、 前 記 長 さ （ Ｌ １ ， Ｌ ２ ） は 、 若 干 余 分 な 寸 法 と す る と 、 前 記 継 手
の 連 結 操 作 角 に 適 合 し た 上 記 ＜ １ ＞ に 記 載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＜ ４ ＞ 　 前 記 外 側 継 手 部 は 、 前 記 開 口 （ １ ７ ） に 軸 方 向 に 対 向 す る 端 部 に て 、 基 部 （ １
８ ） が 設 け ら れ て い る 上 記 ＜ １ ＞ ～ ＜ ３ ＞ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ＜ ５ ＞ 　 駆 動 軸 が 、 前 記 内 側 継 手 部 （ ２ ０ ） に 脱 着 自 在 に 挿 入 し う る 上 記 ＜ １ ＞ ～ ＜ ４
＞ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ＜ ６ ＞ 　 前 記 外 側 継 手 部 は 、 前 記 開 口 （ １ ７ ） に 軸 方 向 に 対 向 す る 端 部 に て 、 第 ２ の 開
口 （ １ ６ ） を 有 し た 上 記 ＜ １ ＞ ～ ＜ ３ ＞ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ ７ ＞ 　 駆 動 軸 （ ２ ４ ） は 、 前 記 内 側 継 手 部 に 堅 固 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 側 継 手 部 は 、 前
記 開 口 （ １ ７ ） の 端 部 に 、 前 記 第 ２ の 内 側 軌 道 （ ２ ２ ） 用 の 内 方 に く ぼ ん だ 逃 げ 部 （ ２ ３
） を 有 し た 上 記 ＜ ６ ＞ に 記 載 の 対 向 軌 道 型 継 手 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 ａ ） は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 継 手 に お け る 継 手 開 口 を 軸 方 向 か ら 示 す 図 で あ
り 、 ｂ ） は ａ ） 中 の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ り 、 ｃ ） は ａ ） 中 の 線 Ｂ － Ｂ に
沿 っ て 切 断 し た 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ａ ） は 第 １ 種 の ボ ー ル を 組 み 立 て る 際 中 の 図 １ の 本 発 明 の 継 手 に お け る 外 側 継 手
部 を 軸 方 向 か ら 示 す 図 で あ り 、 ｂ ） は ａ ） 中 の 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ り 、
ｃ ） は 詳 細 を 拡 大 し た 形 態 で ケ ー ジ を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ａ ） は 第 ２ 種 の ボ ー ル を 組 み 立 て る 際 中 の 本 発 明 の 継 手 に お け る 外 側 継 手 部 を 軸
方 向 か ら 示 す 図 で あ り 、 ｂ ） は 拡 大 詳 細 図 Ｘ を 有 す る ａ ） の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 切 断 し た 長
手 方 向 の 断 面 図 で あ り 、 ｃ ） は ｂ ） の ボ ー ル ケ ー ジ を 通 る 線 Ｆ － Ｆ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ａ ） 第 ２ 種 の ボ ー ル を 組 み 立 て る 際 中 の 従 来 技 術 の 継 手 に お け る 外 側 継 手 部 を 軸
方 向 か ら 示 す 図 で あ り 、 ｂ ） は ａ ） の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 切 断 し た 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ り
、 ｃ ） は ｂ ） の ボ ー ル ケ ー ジ を 通 る 線 Ｆ － Ｆ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ａ ） は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る デ ィ ス ク 継 手 形 態 の 継 手 を 軸 方 向 か ら 示 す
図 で あ り 、 ｂ ） は 継 手 を 通 る 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 拡 大 詳 細 図 Ｘ と と も に 、 第 ２ 種 の ボ ー ル を 組 み 立 て る 際 中 の 図 ５ の 継 手 を 示 す 図
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で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ０ 　 外 側 部
　 １ １ 　 第 １ の 外 側 ボ ー ル 軌 道
　 １ ２ 　 第 ２ の 外 側 ボ ー ル 軌 道
　 １ ３ 　 幅 広 の 組 立 領 域
　 １ ４ 　 旋 回 軸
　 １ ５ 　 旋 回 軸
　 １ ６ 　 開 口
　 １ ７ 　 開 口
　 １ ８ 　 基 部
　 １ ９ 　 ジ ャ ー ナ ル
　 ２ ０ 　 内 側 部
　 ２ １ 　 第 １ の 内 側 ボ ー ル 軌 道
　 ２ ２ 　 第 ２ の 内 側 ボ ー ル 軌 道
　 ２ ３ 　 軌 道 逃 げ 部
　 ２ ４ 　 ジ ャ ー ナ ル
　 ２ ７ 　 第 １ の ケ ー ジ 窓
　 ２ ８ 　 第 ２ の ケ ー ジ 窓
　 ３ ０ 　 ボ ー ル ケ ー ジ
　 ３ １ 　 第 １ の ボ ー ル
　 ３ ２ 　 第 ２ の ボ ー ル
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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